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いっぱい練習したよ！
　10月29日、公民館でつくし保育園のおゆうぎ会が開催されました。

　園児たちは、一生懸命練習したおゆうぎや歌、よさこいソーランなどを

たくさんの家族が見ている中で披露しました。

　緊張しながらもがんばる園児たちの姿に、会場ではおおきな声援と拍手

がおくられました。
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受
賞
者
の
ご
紹
介

平
成
二
十
九
年
度

乙
部
町
表
彰
式

　

乙
部
町
の
行
政
、
経
済
、
産

業
、
文
化
、
防
災
、
社
会
そ
の
他

各
般
に
わ
た
っ
て
町
振
興
に
寄
与

さ
れ
、
町
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る

こ
と
で
、
自
治
の
振
興
を
促
進
し

よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
乙
部
町
表

彰
式
が
十
一
月
一
日
、
関
係
者
ら

約
百
人
が
出
席
し
、
乙
部
町
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
寺
島
町
長
が
「
本
年
度

表
彰
す
る
六
名
は
、
各
分
野
に
お

い
て
自
治
振
興
、
農
業
振
興
、
教

育
の
振
興
、
防
災
の
発
展
、
ま
た

日
本
を
代
表
す
る
洋
画
家
自
ら
の

作
品
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
功
績
に

対
す
る
善
行
表
彰
と
、
町
の
活
性

化
に
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
度
受
賞
さ
れ
る
皆
様

方
に
は
、
町
の
振
興
発
展
の
た
め
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
中
村
彰
氏

か
ら
「
私
ど
も
は
、
自
ら
の
職
業

を
は
じ
め
、
与
え
ら
れ
た
役
職
に

あ
っ
て
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
全

力
を
尽
く
し
て
き
た
も
の
で
、
今

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

多
く
の
皆
様
の
多
年
に
わ
た
る
ご

厚
情
、
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
お
祝
い
、
励
ま
し
の
言
葉

を
胸
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

乙
部
町
の
振
興
発
展
に
な
お
一
層

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
で
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

功
労
表
彰

自
治
功
労

江
口
丈
治
氏
（
滝
瀬
・
七
十
五
歳
）

　産
業
功
労

佐
藤
光
男
氏
（
富
岡
・
六
十
九
歳
）

　教
育
功
労

中
村
　
彰
氏
（
姫
川
・
七
十
四
歳
）

　防
災
功
労

米
田
光
政
氏
（
緑
町･

六
十
九
歳
）

鈴
木
益
躬
氏
（
千
葉
県･

八
十
五
歳
）

時
田
雅
子
氏
（
千
葉
県･

七
十
八
歳
）

善
行
表
彰

町発展への

尽力をたたえて
受賞者に贈られた乙部町民

表彰ブロンズ「継
けい

翔
しょう

」

中川眞一郎氏　作
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乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
活
性
化

事
業
の
一
環
と
し
て
、
危
険
物
に
対

す
る
理
解
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
平
成
二
十
九
年
度
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
乙
部
小
学
校
の
一
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
四
日
、
乙
部
小
学
校
に

て
記
念
品
・
参
加
賞
の
贈
呈
が
安
澤

会
長
か
ら
行
な
わ
れ
、
受
賞
者
児
童

に
記
念
品
を
、
協
力
し
て
く
れ
た
児

童
全
員
に
参
加
賞
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
画
題　

消
防
自
動
車
】

　

会

長

賞　

山　

本　

澪　

愛

　

副
会
長
賞　

町　

中　

み
の
り

　

監

事

賞　

水　

上　

明　

咲

　

優

秀

賞　

阿　

部　

龍
之
介

　

優

秀

賞　

伊　

藤　

僚　

梧

乙
部
町
危
険
物
安
全
協
会
事
業

平
成
二
十
九
年
度
危
険
物
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

危
険
物
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

　

十
一
月
十
一
日
～
十
七
日
ま
で

の
税
を
考
え
る
週
間
の
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
町
内
の
小
学
生
が

素
晴
ら
し
い
作
品
を
書
き
上
げ
、

町
民
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

江
差
税
務
署
長
金
賞

　

新
谷　

果
央
（
明
和
小
六
年
）

　

中
澤
香
里
奈
（
栄
浜
小
五
年
）

　

平
田　

颯
来
（
乙
部
小
五
年
）

江
差
地
方
法
人
会 

会
長
銀
賞

　

田
村　

琉
晟
（
栄
浜
小
四
年
）

　

伊
藤　

紗
英
（
乙
部
小
三
年
）

　

三
澤　

陽
太
（
乙
部
小
二
年
）

江
差
間
税
会 

会
長
銀
賞

　

山
本　

莉
子
（
乙
部
小
六
年
）

　

能
代　
　

平
（
乙
部
小
四
年
）

　

近
藤　

彩
乃
（
明
和
小
三
年
）

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
共
催
に
よ
り
中
学
生
を

対
象
に
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
乙
部
中

学
校
生
徒
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乙
部
中
学
校
教
諭
の
小

菅
正
勝
氏
が
、
租
税
教
育
の
推
進

を
通
じ
た
納
税
思
想
の
高
揚
等
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
江
差
税
務
署

長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

江
差
税
務
署
長
賞

　

浅
野　

瑞
希
（
乙
部
中
三
年
）

税
に
関
す
る
書
道
展

税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

税
に
つ
い
て
書
や
作
文
か
ら
理
解
を
深
め
る

納
税
表
彰
（
租
税
教
育
者
）
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平
成
二
十
九
年
度
北
海
道
社
会
貢

献
賞
（
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
賞
）

を
橘
昭
夫
氏
（
緑
町
・
八
十
三
歳
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

橘
氏
は
、
平
成
八
年
十
二
月
よ
り

乙
部
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

公
益
代
表
の
委
員
、
平
成
十
九
年
二

月
か
ら
同
協
議
会
会
長
代
理
と
し

て
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
豊
富
な
知

識
や
経
験
を
生
か
し
、
公
益
代
表
と

し
て
、
国
民
健
康
保
険
の
重
要
審
議

事
項
に
対
し
適
切
な
意
見
を
述
べ
、

ま
た
、
会
長
代
理
と
し
て
会
長
を
補

佐
す
る
な
ど
、
今
日
の
国
民
健
康
保

険
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
九
日
、
町
民
会
館
で

健
康
づ
く
り
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
雪
が
降
る
悪
天
候
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
約
二
百
二
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
顕
彰
で
は
、
虫
歯

ゼ
ロ
の
児
童
生
徒
や
幼
児
四
十
三

人
が
表
彰
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
生
田
晃
吉
会
長
か
ら

メ
ダ
ル
や
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
簡
単
小

物
づ
く
り
や
、
脳
を
鍛
え
る
絵
合

わ
せ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ほ
か
、
縁
日

遊
び
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
コ
ー

ナ
ー
も
会
場
に
用
意
さ
れ
、
参
加

者
は
年
齢
を
問
わ
ず
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
も
講
釈
を
行
っ

た
講
談
師
の
荒こ
う

到と
う

夢む

形け
い

氏
が
招
か

れ
、
「
乙
部
林
業
史
」
と
「
益
田

喜
頓
伝
」
の
演
目
を
披
露
し
、
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

近
藤
征
昭
氏
（
七
十
八
歳
・
元

町
）
が
納
税
功
労
者
檜
山
振
興
局

長
表
彰
を
受
賞
し
、
十
一
月
十
六

日
、
檜
山
振
興
局
長
か
ら
表
彰
状

と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
氏
は
、
平
成
十
三
年
か
ら

今
年
に
至
る
ま
で
、
元
町
一
納
税

貯
蓄
組
合
の
地
区
組
合
長
と
し
て

納
税
成
績
の
向
上
に
努
め
、
地
区

組
合
員
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
納

税
貯
蓄
組
合
活
動
の
強
化
、
充
実

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乙
部
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
の
役
員
と
し
て
平
成
十
三

年
か
ら
今
年
に
至
る
ま
で
、
乙
部

町
全
体
の
納
税
意
識
の
向
上
に
む

け
た
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
努
め

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
、
江
差
海
上
保

安
署
で
佐
々
木
義
春
氏
（
滝
瀬
）

と
田
畑
徳
幸
氏
（
元
町
）
が
、
川

上
江
差
海
上
保
安
署
長
か
ら
感
謝

状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
乙
部
漁
港
内

で
誤
っ
て
海
に
落
ち
、
あ
ゆ
み
板

に
掴
ま
っ
て
救
助
を
求
め
て
い
る

男
性
を
引
き
あ
げ
、
無
事
救
助
し

た
功
績
を
た
た
え
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
、
佐
々
木
氏
と
田
畑
氏
は
「
助

け
出
し
た
時
は
体
が
だ
い
ぶ
冷
え

て
い
た
。
も
う
少
し
遅
け
れ
ば
危

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
大

事
に
な
ら
ず
に
よ
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

橘
昭
夫
氏
に

道
社
会
貢
献
賞

勇
気
あ
る
行
動
を
た
た
え
て

～
人
命
救
助
に
感
謝
状
～

近
藤
征
昭
氏
が
納
税
功
労
者

檜
山
振
興
局
長
表
彰
を
受
賞

豊
か
な
心
で
、
健
康
な
体
を
作
ろ
う
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冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
産
業
活

動
と
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る
重

要
な
施
策
で
す
。
町
内
の
道
路
除
雪

は
、
国
道
（
２
２
９
号
線
）、
道
道
（
乙

部
厚
沢
部
線
、
乙
部
港
線
、
旭
岱
鳥

山
線
）
、
町
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
道
は
、
主
要
幹
線
道
路
や
生
活

道
路
を
優
先
的
に
、
す
み
や
か
に
除

雪
作
業
を
行
い
、
安
全
な
通
行
が
で

き
る
よ
う
町
内
を
５
地
域
に
区
分

し
、
除
雪
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

除
雪
範
囲
が
広
い
た
め
、
多
少
時

間
が
遅
く
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
の
除
雪
は
、
通
常
行

い
ま
せ
ん
の
で
夜
間
走
行
す
る
場
合

は
慎
重
に
運
転
願
い
ま
す
。

　

町
道
の
除
雪
地
域
区
分
、
連
絡
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

乙部町内の
除 雪 計 画

◆家のまわりの雪を道路に出すことは、

路面状況が悪化し、事故の原因にもな

りますので、絶対にやめましょう。

◆道路を広く除雪できるよう車の路上駐

車はやめてください。

◆みんなで歩道の除雪に協力し、道路を

広く使えるようにしてください。

◆歩道への車両等乗り入れのため縁石の

前面に木材や三角形の金物をおいてあ

るのが見受けられますが、除雪機械の

故障あるいは事故の原因になりますの

で、歩道外へ撤去してください。

◆歩道上にゴミ箱等が置かれていますと、

歩道除雪の支障になりますので、移動

してください。

◆市街地の排雪地として国道姫川橋上流

　右岸姫川堤防敷地を指定しましたので

　ご利用下さい。

１.滝瀬 ･ 元町 ･ 緑町 ･ 館浦･･･････････林組（☎６２－２１３１）

　　緑町 ･ 館浦（歩道）･･･････乙部振興公社（☎６２－２３９１）

２.姫川 ･ 旭岱･･･････････････････････林組

３.千岱野 ･ 富岡･･･････林組、乙部振興公社

４.鳥山 ･ 栄浜 ･ 元和（可笑内を除く）

　　　　　　　　　･･･････････････大坂建設（☎６２－２９３６）

５.元和（可笑内）・三ツ谷 ･ 潮見 ･ 花磯 ･ 豊浜

　　　　　　　　　･･･････････････明石建設（☎６３－２５６８）

国道・道道の除雪に関することは下記におたずねください。

　　国道　北海道開発局函館開発建設部江差道路事務所（☎ 0139-52-0107）

　　道道　北海道函館建設管理部江差出張所　　　　（☎ 0139-52-6531）

※詳しいことについては、役場建設課までお問い合わせ下さい。

ご協力をお願いします

排 雪 場 所 の 指 定

除雪の支障となりますので路上駐車はやめてください

除雪地域の区分、連絡先

平成 29 年度町道除雪計画概要図（地域別）
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江
差
高
校
二
年
生
百
十
四
人
が

十
一
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、

檜
山
管
内
の
企
業
や
事
業
所
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
職

場
体
験
の
こ
と
で
、
実
際
に
事
業

所
等
で
の
業
務
を
体
験
し
て
、
働

く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
を
学
び
、

進
路
選
択
の
視
野
を
広
げ
る
き
っ

か
け
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

乙
部
町
内
で
は
、
乙
部
小
学

校
・
つ
く
し
保
育
園･

乙
部
消
防

署
な
ど
計
七
ヶ
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

乙
部
小
学
校
で
は
、
生
徒
二
人

が
、
国
語
や
算
数
な
ど
の
授
業
で

児
童
に
優
し
く
教
え
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
は
「
目
線
を
合

わ
せ
、
児
童
に
わ
か
り
や
す
く
教

え
る
こ
と
が
大
変
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
教
員
を
目
指
し

て
い
る
生
徒
は
「
こ
の
体
験
を
将

来
に
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

他
に
も
、
休
み
時
間
に
な
っ
て

も
児
童
か
ら
の
質
問
や
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
を
教
え
て
あ
げ
る
な
ど
、

積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い

　

つ
く
し
保
育
園
ぞ
う
組
の
園
児

が
、
十
一
月
十
五
日
に
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
、
二
十
日
に
お
と
べ
荘
へ

慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
を
、
お
と
べ
荘
で

は
入
所
者
を
対
象
に
、
男
の
子
と

女
の
子
が
そ
れ
ぞ
れ
一
曲
ず
つ
踊

り
を
披
露
し
、
最
後
は
全
員
で
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
踊
り
ま
し
た
。

　

曲
が
終
わ
る
ご
と
に
会
場
は
大

き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
皆

さ
ん
「
す
ご
い
踊
り
が
上
手
で
か

わ
い
い
ね
～
」
や
「
来
年
は
も
う

小
学
校
な
ん
だ
ね
。
お
め
で
と
う
」

と
い
っ
た
声
を
園
児
た
ち
に
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
は
、
園
児
た
ち
が
声

を
揃
え
「
元
気
に
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！
」
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
、

会
場
は
最
後
ま
で
和
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

ま
し
た
。

　

つ
く
し
保
育
園
で
は
、
生
徒
が

保
育
園
の
先
生
と
な
り
、
子
ど
も

達
と
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
中
に
は
、
実
習
に

来
た
生
徒
た
ち
が
二
日
間
し
か
い

な
い
と
寂
し
そ
う
に
し
て
い
る
子

も
い
ま
し
た
。

　

乙
部
消
防
署
で
は
、
四
人
の
生

徒
が
ロ
ー
プ
の
結
び
方
や
ロ
ー
プ

を
使
っ
た
訓
練
、
放
水
な
ど
の
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
、
少
し
で
も
力

を
抜
く
と
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
消
防
署
の
方
か
ら
教

わ
り
、
生
徒
た
ち
は
緊
張
感
を

持
っ
て
、
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

訓
練
を
終
え
た
生
徒
は
「
水
の

勢
い
が
強
く
狙
い
が
定
ま
ら
な
く

て
大
変
だ
っ
た
」
と
話
し
、
体
験

し
た
全
員
が
、
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
は
多
く
の
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も

の
で
す
。

　

高
校
生
一
人
一
人
が
自
分
の
将

来
に
向
け
、
実
習
を
し
て
き
た
二

日
間
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
江
差
高
校

生
は
進
路
選
択
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
こ
の
記
事
は
乙
部
町
役
場
で
実

習
を
行
っ
た
石
塚
凛
と
大
川
ひ
よ

り
が
担
当
し
ま
し
た
）

江
差
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
　
生
徒
が
学
ん
だ
二
日
間

ず
っ
と
元
気
で
、

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
！



〔7〕

　

こ
ん
に
ち
は
、
十
一
月
十
一

日
（
土
曜
日
）
に
東
京
都
台
東
区

で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
暮
ら
し

フ
ェ
ア
２
０
１
７
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
北
海
道
で
暮

ら
し
て
み
た
い
と
思
う
人
が
各
市

町
村
の
特
色
を
、
実
際
に
そ
こ
で

暮
ら
し
て
い
る
職
員
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
人
に
話
し
を
聞
き
に

く
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

当
日
は
、
九
時
か
ら
ブ
ー
ス
の

準
備
を
し
、
九
時
半
か
ら
全
体

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
事
務
局
か
ら
事

前
説
明
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
十
時

か
ら
開
場
で
す
。

　

会
場
内
は
、
道
南
、
道
央
、
道

北
、
十
勝
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
釧
路
・

根
室
と
地
域
ご
と
に
分
か
れ
て
い

て
、
乙
部
町
の
ブ
ー
ス
は
入
口
か

ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、
右

隣
が
上
ノ
国
町
、
左
隣
が
知
内
町

で
し
た
。

　

通
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
は
道

北
エ
リ
ア
で
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
を
売
り
に
し
た
占
冠
村
、
青
い

池
が
有
名
な
美
瑛
町
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
全
国
的

に
知
名
度
の
高
い
上
富
良
野
町
、

中
富
良
野
町
な
ど
の
人
気
の
あ
り

そ
う
な
町
村
で
、
比
較
的
お
客
さ

ん
が
来
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
ま
ば
ら
だ
っ
た
、
お

客
さ
ん
の
姿
も
午
後
か
ら
は
少
し

増
え
て
、
乙
部
町
の
ブ
ー
ス
の
前

を
通
る
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
て

み
る
も
、
「
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
暮

ら
し
た
い
」
の
で
、
と
、
返
事
を

し
て
上
ノ
国
町
の
ブ
ー
ス
に
行
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
上
ノ
国
町
で

は
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
暮
ら
し
体
験

が
で
き
る
施
設
が
あ
る
み
た
い
で

し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
乙
部
町
に
興
味
を

持
っ
て
ブ
ー
ス
ま
で
来
て
座
っ
て

話
し
を
聞
い
て
く
れ
る
人
も
何
人

か
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
方
々
に
は
、

乙
部
町
は
道
南
の
日
本
海
側
に
あ

り
、
夏
で
も
比
較
的
涼
し
く
、
冬

で
も
そ
ん
な
に
雪
が
積
も
ら
な
い

等
、
自
分
で
は
良
い
点
と
思
う
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
が
、
人
に

よ
っ
て
は
「
北
海
道
な
ん
だ
か
ら
、

雪
は
積
も
っ
た
方
が
良
い
」
と
言

う
人
も
い
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
趣
味
が
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
の
人
は
遊
ぶ
だ
け
だ
っ

た
ら
良
い
と
は
思
い
ま
す
が
…
。

　

あ
と
は
、
北
海
道
で
農
業
を
し

て
み
た
い
若
い
夫
婦
や
、
乙
部
町

に
ド
ラ
イ
ブ
で
や
っ
て
き
て
海
岸

沿
い
の
景
色
が
気
に
入
っ
て
住
ん

で
み
た
い
な
ど
、
色
々
な
人
達
の

お
話
し
が
聞
け
て
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
達
家
族
が
引
っ
越
し
て
き
て

ち
ょ
う
ど
半
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
北
海
道
の

冬
が
、
楽
し
い
と
思
え
る
か
、
や
っ

ぱ
り
辛
い
と
思
う
の
か
…
。

　

妻
が
千
葉
に
帰
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
楽
し
い
冬
に
な
る
よ

う
に
頑
張
る
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

　
産
業
振
興
担
当
　
柴
田
　
雅
樹

地

域

お

こ

し

協

力

隊

だ

よ

り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.40

　

十
一
月
十
五
日
、
滝
瀬
寿
の

家
で
、
「
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う

会
」
が
行
わ
れ
、
滝
瀬
地
区
の
約

二
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
会
」
と
は
、

高
齢
者
自
身
が
調
理
を
行
い
、
日

ご
ろ
の
食
生
活
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
協
力
し
て
調
理
を
行
い
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
元
気
に
健

康
的
な
生
活
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
食
生
活
改
善
推
進
委

員
か
ら
二
名
が
講
師
と
し
て
指
導

に
あ
た
り
、
普
段
料
理
を
す
る
方

も
し
な
い
方
も
一
緒
に
、
黒
千
石

　

十
一
月
四
日
、
五
日
の
両
日
、

東
京
都
の
三
軒
茶
屋
ふ
れ
あ
い
広

場
で
開
催
さ
れ
た
「
な
ま
ら
い
い
っ

し
ょ
！
北
海
道
フ
ェ
ア
」
で
、
今

年
新
た
な
取
組
み
と
し
て
試
験
採

取
さ
れ
た
、
ソ
バ
の
花
の
蜂
蜜
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
あ
わ
せ
て
約
二
万
二
千
人

が
来
場
し
、
乙
部
町
の
ブ
ー
ス
に

も
多
く
の
人
が
足
を
止
め
、
ア
カ

シ
ヤ
蜜
の
上
品
な
甘
さ
と
、
珍
し

い
ソ
バ
蜜
の
独
特
な
味
わ
い
に
関

心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
人
気
の
高
い
「
お
と

ご
は
ん
や
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
な

ど
五
品
を
、
和
や
か
に
談
笑
し
な

が
ら
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

べ
の
は
ち
み
つ
」
を
更
に
多
く
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
山

村
活
性
化
支
援
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、

来
年
度
以
降
も
、
商
品
開
発
や
販

路
拡
大
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
お
い
し
い
ご
は
ん

東
京
で
ソ
バ
蜂
蜜
を
紹
介
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忘れていませんか！

高齢者肺炎球菌ワクチンを

冬の脳ドックのご案内

　今年度の対象者が予防接種の助成をうけられるのは平成３０年３月１６日（金）までです。

　今年度の対象の方は下記の方です。

　①～②のいずれかに該当し、過去に接種をしたことがない方。（接種歴がある方は対象外です！）

①　平成２９年度に下記の年齢になる方

②　60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ちの方

　接種料金：３、０００円（１回接種）

　　　　　※接種料金８、１１０円のうち、町より５、１１０円を助成しています。

　　　　　※生活保護世帯の方は料金が異なりますので申し込み時にお知らせください。

　会　　場：乙部町国民健康保険病院（受診前に役場への申込みが必要です）

日　　時：平成３０年１月１０日（水）～１月２３日（火）※日曜は除く

　　　　　平日①13：15　②13：45　③15：00

　　　　　土曜① 8：30　② 9：00　③ 9：30　④10：00　⑤10：30

会　　場：江差脳神経外科クリニック　　　

対　　象：２０歳以上の方

　　※すでに江差脳神経外科クリニック、その他の脳外科に通院中（経過観察も）の方は対象となりません。

　　※次の方は受診できません。

　　　　・心臓ペースメーカーや刺激電極等を身につけている方・妊娠中の方・閉所恐怖症の方

　　　　・体内に人工関節等の金属が埋め込まれている方

【検査内容・料金】

６５歳（昭和27年4月2日～28年4月1日）生 　７０歳（昭和22年4月2日～23年4月1日）生

７５歳（昭和17年4月2日～18年4月1日）生 　８０歳（昭和12年4月2日～13年4月1日）生

８５歳（昭和 7年4月2日～ 8年4月1日）生 　９０歳（昭和 2年4月2日～ 3年4月1日）生

９５歳（大正11年4月2日～12年4月1日）生 １００歳（大正 6年4月2日～ 7年4月1日）生

内　容 料金（自己負担） 町の助成

Ａコース 頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ，問診、診察 ７、８００円
検査料 10,800 円のうち

3,000 円を助成

Ｂコース
Ａコース＋頸部ＭＲＡ，生活習慣病検

査（血液・尿等）、問診、診察
２２、４００円

検査料 32,400 円のうち

10,000 を助成

高齢者肺炎球菌ワクチン・脳ドックの申込みは

役場町民課保健衛生係：電話　６２－２３１１まで
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12月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

11
　26

11
　27

11
　28

11
　29

11
　30 1 可燃ごみ

①地区 2
南部檜山清掃センターは
機械点検整備のため休業
となります

親子料理教室
（栄ふ 午前10時～）

3 4 可燃ごみ
②地区 5 可燃ごみ

①地区 6 不燃ごみ
①地区 7 可燃ごみ

②地区 8 可燃ごみ
①地区 9

休日当番医
道立江差病院

歳末助け合いバザー
（町館 午前10時～12時）

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

健康相談
（ゆ里 午後1時30分～）

10 11 可燃ごみ
②地区 12 可燃ごみ

①地区 13 不燃ごみ
②地区 14 可燃ごみ

②地区 15 可燃ごみ
①地区 16

休日当番医
厚沢部町国保病院

健康相談
（潮希 午後1時30分～）

B型肝炎ワクチン予防接種
（国保 午後1時～）

四種混合予防接種
（国保 午後1時～）

男のためのお達者体操教室
（ケア 午後1時30分～）

クリスマス会（すくすく
広場・たんぽぽクラブ合同）

（交流 午前10時～）

第4回乙部町議会定例会
（役場 午前10時～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

17 18 可燃ごみ
②地区 19 可燃ごみ

①地区 20 不燃ごみ
①地区 21 可燃ごみ

②地区 22 可燃ごみ
①地区 23

休日当番医
道立江差病院

こころの健康相談
（江保 午後3時～）

おしゃべりサロン
（姫ふ 午後1時～）

１歳6か月児、3歳児健診
（交流 午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）

健康相談
（三愛 午前9時～）

健康相談
（三研 午前9時40分～）

クリスマスコンサート＆もちつき大会
（公民 午後1時～）

各小中学校終業式

休日当番医
上ノ国診療所

25 可燃ごみ
②地区 26 可燃ごみ

①地区 27 不燃ごみ
②地区 28 可燃ごみ

②地区 29 可燃ごみ
①地区 30

休日当番医
佐々木病院

ヒブワクチン予防接種
（ケア 午後1時～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（ケア 午後1時～）

日本脳炎ワクチン予防接種
（ケア 午後1時～）

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

会
場
・
場
所
省
略

（国保） 国保病院 （ゆ里） ゆりの里活性化センター （栄ふ） 栄浜ふれあいセンター

（ケア） ケアセンターおとべ （江保） 江差保健所 （姫ふ） 姫川ふれあいセンター

（町館） 町民会館 （三愛） 三ツ谷愛郷会館 （潮希） 潮見希望館

（豊セ） とよはま地区センター （三研） 三ツ谷研修会館 （公民） 公民館

（交流） 生きがい交流センター （元交） 元和交遊館 （役場） 乙部町役場

24

31
休日当番医
勤医協診療所

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み

小・中学校冬休み
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第333号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
六
・

十
七
日
に
第
一
回
町
民
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
て
今
年
が
五
十
周
年
。

こ
の
節
目
の
年
に
ち
な
み
、
町
公

民
館
で
は
五
月
の
「
公
民
館
ま
つ

り
」、
七
月
の「
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」、

九
月
の
「
弾
き
語
り
フ
ォ
ー
ユ
ー
」

公
開
録
音
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
～
十
二
日
は
、
記
念

す
べ
き
五
十
回
目
の
「
町
民
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
千
四
百
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
展
示
で
は
、
町
内
在
住
の

鋳
金
造
形
家
の
中
川
眞
一
郎
先
生

の
作
品
な
ど
十
五
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
五
十
周
年
回
顧

展
と
し
て
昭
和
三
十
七
年
米
軍
機

の
滝
瀬
沖
で
の
不
時
着
水
。
昭
和

四
十
年
の
町
制
施
行
と
「
乙
部
音

頭
」
の
誕
生
。
昭
和
四
十
七
年
町

を
駆
け
抜
け
た
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
リ
レ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
写
真
や
展
示
品
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
半
世
紀
前
の
写
真
に
じ
っ
く

り
と
見
入
り
、
町
の
歴
史
を
振
り

返
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
作

品
展
示
で
は
十
九
団
体
、
十
個
人
、

園
児
、
児
童
生
徒
の
作
品
合
せ
て

千
六
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
母
な
る
北
の
大
地
か
ら
～
故

郷
を
歌
お
う
～
」
と
題
し
た
二
日

目
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
第

一
部
に
日
本
子
守
唄
協
会
か
ら
童

謡
歌
手
の
西
山
琴
恵
さ
ん
ら
が
出

演
。
昔
か
ら
大
切
に
伝
承
さ
れ
て

き
た
心
温
ま
る
子
守
歌
や
童
謡
、

叙
情
歌
を
聴
か
せ
ま
し
た
。
ま
た

第
二
部
で
は
「
氷
雨
」
が
大
ヒ
ッ

ト
し
た
佳
山
明
生
さ
ん
が
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
語
り
で
会
場
を

沸
か
せ
、
自
分
の
最
新
曲
な
ど
も

お
り
ま
ぜ
、
演
歌
か
ら
江
差
追
分

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
歌
の
魅
力
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
町
内
二
団
体

に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
の
軽
食
バ

ザ
ー
、
千
岱
野
漬
物
研
究
会
の
漬

物
や
七
宝
の
バ
ザ
ー
の
ほ
か
芸
能

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
芸
能
発

表
で
は
、
八
団
体
と
二
つ
の
学
校

か
ら
十
三
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
江
差
高
校
の
吹
奏
楽
演
奏
か

ら
始
ま
り
、
日
本
舞
踊
、
デ
ィ
ス

コ
ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
、
豊
浜
三
鹿
獅
子
舞
、
踊
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、
エ
レ
ク
ト
ー

ン
演
奏
、
ヨ
サ
コ
イ
な
ど
、
こ
の

日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

熱
の
こ
も
っ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
町
の
半
世
紀
の
出

来
事
や
移
ろ
い
に
触
れ
、
改
め
て

文
化
の
伝
承
の
意
義
深
さ
、
重
要

さ
を
実
感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

文
化
の
灯
火
（
と
も
し
び
）
を
こ
れ
か
ら
も

～
五
十
周
年
記
念
事
業
「
町
民
文
化
祭
」
～

▲50周年回顧展

▲中川眞一郎先生作品展

▲50周年記念コンサート

▲豊浜三鹿獅子舞

▲バレエ ▲ピアノを愛する会クラヴｨア

「クリスマスコンサート＆もちつき大会」を開催します。みなさん気軽においでください。
　　　　　　　　　　〇日　時：12月２２日（金）13：00　　　〇場　所：公民館
　　　　　　　　　　〇亀谷睦美さん・郁美さんによるクリスマスコンサートともちつきです。
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【 一 般 向 け 】

●吉本せいの生涯 （宝島社）

●移植医たち （谷村　志穂）

●はじめて作るかんたんユニット折り紙 （ブティック社）

●駿河城御前試合　新装版 （南條　範夫）

●冤罪犯 （翔田　寛）

●末ながく、お幸せに （あさの　あつこ）

●この世の春　上・下 （宮部　みゆき）

●ビックリするほど目が良くなる本 （日本文芸社）

●出生前診断、受けますか？ （講談社）

●AYAボディメソッド （AYA）

●運命の子 （松永　正訓）

【幼児・児童向け】

●世界のくるま図鑑2500 （クリエイティブ）

●はじめてのたしざん  （ハンナ・ワトソン）

●こんやはてまきずし （五味　ヒロミ）

●いっぽんのせんとマヌエル （ﾏﾘｱ・ﾎｾ・ﾌｪﾗｰﾀﾞ）

●しずくちゃん23 ～ 28 （ぎぼ　りつこ）

●冬眠のひみつ （近藤　宣昭）

《皆さまのご利用をお待ちしています♪》

図書室の新刊おすすめ紹介

本格的な冬がすぐそこまでやって来ましたね。公民館と図書室は、温泉床暖房なので

いつも温かいです。お気軽にご来館ください♪

　

十
月
二
十
三
日
、
乙
部
小
・
中

学
校
で
北
海
道
神
社
庁
二
区
強
化

委
員
会
の
方
々
に
よ
る
松
前
神
楽

の
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
前
神
楽
は
江
戸
時
代
の
始
め

に
松
前
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
伝

統
芸
能
を
集
大
成
し
伝
承
さ
れ
た

民
族
芸
能
で
、
平
成
二
十
年
に
北

海
道
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
接
す
る
機
会

の
無
い
小
中
学
生
に
も
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
今
回
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

今
年
度
公
益
財
団
法
人
北
海
道

青
少
年
育
成
協
会
が
行
な
っ
た

「
道
民
家
庭
の
日
」
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
明
和
小
学
校
三
年
の
近
藤

彩
乃
さ
ん
が
小
学
生
の
部
の
最
優

秀
賞
に
あ
た
る
北
海
道
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

絵
は
「
み
ん
な
で
田
植
え
作
業

た
の
し
い
な
」
と
題
し
た
水
彩
画

で
す
。
審
査
の
方
々
か
ら
「
家
族

総
出
の
田
植
え
作
業
。
大
変
な
中

　

小
学
校
で
は
舞
の
最
中
に
ご
利

益
の
あ
る
矢
を
放
つ
「
神
遊
舞
（
か

み
あ
そ
び
ま
い
）」
な
ど
五
演
目
が
、

中
学
校
で
は
頭
を
か
じ
る
こ
と
で

厄
を
取
り
去
る
、
お
な
じ
み
の
「
獅

子
舞
」
な
ど
四
演
目
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
ど
の
演
目

も
、
本
物
の
神
楽
の
舞
と
楽
曲
の

迫
力
に
興
味
深
げ
に
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
利
益
の
あ
る
矢
を
放

つ
場
面
や
獅
子
が
舞
い
な
が
ら
近

づ
い
て
来
る
際
に
は
積
極
的
に
手

を
上
げ
、
矢
の
射
手
や
獅
子
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

に
も
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
活

気
に
満
ち
た
明
る
く
楽
し
い
一
家

の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と
、

高
い
評
価
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
に
あ
た
っ
て
、
十
一
月
十

三
日
檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部
の

沼
田
祐
司
く
ら
し
・
子
育
て
担
当

部
長
ら
が
明
和
小
学
校
に
来
校

し
、
近
藤
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念

の
楯
（
た
て
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。

  

近
藤
さ
ん
は
「
稲
の
色
を
少
し

ず
つ
変
え
て
本
物
ら
し
く
見
え
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
絵
が
好

き
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
入
選
す
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
の
北
海
道
知
事
賞
に
輝
く
！

「
道
民
家
庭
の
日
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

み
や
び
な
舞
と
楽
曲
を
披
露 

～
松
前
神
楽
鑑
賞
会
～

▲おごそかでみやびな「福田舞」

わ
た
し
と
ぼ
く
の
小
学
生

新
聞
グ
ラ
ン
プ
リ

檜
山
南
部
四
町
交
流
大
会

(

少
年
野
球:

江
差
町
民
野
球
場)

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

競
技
大
会　

近
隣
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
（
今
金
町
）

　
　

主 

催　

北
海
道
新
聞
社

■
特
別
賞

　

近
藤　

柚
美
（
明
和
小
六
年
）

■
ア
イ
デ
ア
賞

　

近
藤　

彩
乃
（
明
和
小
三
年
）

■
佳
作

　

近
藤　

李
莉
（
明
和
小
一
年
）

　

佐
々
木
茉
実
（
明
和
小
四
年
）

　

新
谷　

果
央
（
明
和
小
六
年
）

■
学
校
賞　
　

明
和
小
学
校

◯
十
月
二
十
八
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
戦

　

乙
部
ス
ワ
ロ
ー
ズ　

優
勝

◯
十
月
二
十
九
日
ジ
ュ
ニ
ア
戦

　

乙
部
ス
ワ
ロ
ー
ズ　

準
優
勝

◯
十
月
二
十
九
日

【
男
子
の
部
】　

準
優
勝
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十
二
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講

習
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
12
月
７
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

▽
12
月
19
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

　車内から金品を盗んでいく「車上ねらい」は、１年を

通じて発生しており、車内にバック等を置いていれば、

貴重品が入っていなくても犯人はガラスを割ってその中

身を確認します。

　被害防止のため、車両を離れる際は、確実に鍵をかけ

るとともに車内にバックなどを置かないように心がけま

しょう。

　　被害防止のポイント

□　車内に貴重品やバッグなどを放置しない

　　（泥棒は物があれば何でも盗んでいきます）

□　車を離れるときは短時間でも必ず施錠する

　　（泥棒はドアを開けて遠慮なく物を盗んでいきます）

□　明るく人目につく駐車場を利用する

　　（泥棒が仕事をしやすい場所は要注意！）

運
転
免
許
証
の
更
新

お

済

み

で

す

か お 知 ら せ

12月3日（日）午前10時～12時、町民会館で歳末助け合いバザーが開催されます。
多くの皆様のご来場をお待ちしています。

（取材をする江差高校の生徒）

ねんきんの窓

　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年所得（※１）が一定額以下の方が申請することで、

国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部を納付しなけ

れば未納期間となります。）

　ただし、失業・倒産・事業の廃止（※２）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料が納付出

来ない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※３）の写しを添付していただくと、その方の前年所得は審

査対象外となります。

　※１　１月から６月に申請する場合は前々年の所得となります。

　※２　免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。

　※３　「雇用保険受給資格者証」　「雇用保険被保険者離職票」　「離職者支援資金の貸付決定通知」など。

　●　申請はお住まいの市町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。

　　　　【申請の際に必要なもの】

　　　　　　　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）

　　　　　　　②印鑑（本人署名の場合は不要）

　　　　　　　③失業していることを確認できる公的機関の証明書（※３）

　●　国民年金には、追納という制度があり、１０年以内なら免除を受けた期間の保険料を納めることができます。追

納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。また、免除が承認された期間の翌年度から起算し

て３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

☆お問い合わせは・・・・役場町民課年金係（電話６２－２３１１）☆

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります！

申請者（本人）の前年所得

※１

配偶者の前年所得

※１

世帯主の前年所得

※１

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象

申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象

※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

【問い合わせ】　　環境生活部くらし安全局道民生活課安全安心グループ

　　　　　　　　電　話：０１１－２３１－４１１１（直通）　　　ＦＡＸ：０１１－２３２－４８２０

車上ねらいに注意



〔13〕 ☆職員募集のお知らせ：看護師・助産師・薬剤師を募集しています。各職種５８歳の方まで応募可能です。詳しくは、江差病院、

北海道道立病院局のホームページをご確認ください。また、臨時職員（看護師・准看護師・看護助手）も募集しています。

お問い合わせ先：５２－００３６（内線２０２）廣野（ひろの）総看護師長まで

1２月の診療予定です

～　認定看護師研修生の実習　～

～　DWIBS（デゥイブス）画像について　～

外来診療体制

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。

　診療日は予定であり変更になる場合もあります。

　事前に病院にご確認の上、受診してください。

年末年始のお休みは12月29日～ 1月3日です。

午前･･･ 8時00分～ 11時30分  （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分
予約受付時間（定期患者のみ）13時～ 16時

※診療受付時間

　栗山赤十字病院、網走厚生病院から北海道医療大学の研修生として

当院に一ヶ月間実習に来ていました。実習を終わるにあたり職員へ認

知症学習会を開催し実習中のケア活動について報告してくれました。

研修生と一緒にケア活動を行った看護師が、穏やかな表情で「いつも

すまないね。」と今まで見たこともない患者様の言葉聞いたことから、

認知症をもつ人の「今」に対応するケア

活動の重要性を実感しましたと延べ、「当

院に来てくれて自分も学習になりありが

とうございました。」と感謝の言葉を贈っ

ていた。　　　　　　　　　　　　　総看護師長　廣野　明美

　当院でも、単純MRI検査でFDG-PET装置（道南では函館五稜郭

病院のみPET装置保有）を使った検査のような画像を撮影可能です。

PETは、薬剤を体内に注射してから特別な機械を

使って撮影します。このDWIBS（背景抑制広範

囲拡散強調画像）はMRI装置を使って自由呼吸下

で全身の拡散画像を撮影し、通常撮影している画

像と合成することで病変などを

　描出することが可能です。描出される病変は腫

瘍、血腫、膿瘍（3大病変）。MRI検査なので放

射線被曝もなく、保険点数も造影剤を使わないの

で単純MRIと同額、撮影時間は４０分ぐらいです。

造影剤を使わないので点滴の必要もありません。

主治医の先生に検査を進められたら安心して検

査を受けていただけるよう事前説明を行ってお

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　診療放射線技師　布施 隆英

「特設人権相談所」の開設のお知らせ

　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支局では、人権週間

（１２月４日～１０日）行事の一環として、下記のとおり「困りごと心

配ごと特設人権相談所」を開設します。

　人権擁護委員が身近な法律問題や人権問題に関わる様々なご相談をお

受けし、解決へのお手伝いをさせていただきます。相談は無料で秘密は

守られます。

　なお、日時の都合がつかない、同じ町内で相談しづらいなどの場合は、

他会場でもご相談出来ます。また、法務局江差支局においては、いつで

も人権相談に応じていますのでご利用ください。（電話５２－１０４８）

●と　き　１２月７日（木）午後１時から３時

●ところ　生きがい交流センター

※当日は、乙部町の人権擁護委員　安岡育男さんと笠原佳子さんが相談

に応じます。

　乙部町以外の日時・会場は以下のとおりです。

法務局からのお知らせ

　会社・法人や不動産の登記事項

証明書の請求は、インターネット

による「かんたん証明書請求」が

便利でお得です！

　自宅や会社からインターネット

を使用して登記事項証明書を請求

することができます。料金も法務

局の窓口で請求するより最大で１

２０円安くなります。

　詳しくは、「登記ねっと」で検索、

又は函館地方法務局登記部門（０

１３８－２３－９５３０）へお問

い合わせください。

開　催　日 町　名 開　催　場　所 開設時間

12月1日（金）奥 尻 町 奥尻町役場青苗支所 午後1時～3時

12月4日（月）厚沢部町 厚沢部町役場 午後1時～3時

12月5日（火）江 差 町 江差町文化会館 午後1時～3時

12月6日（水）上ノ国町 上ノ国町役場 午後1時～3時

整 形 外 科 午前 月から金曜日

循 環 器 内 科
午前
午後

月から金曜日
月と金曜日

消 化 器 内 科
午前
午後

月曜日と水曜日と金曜日
月曜日と火曜日と水曜日

呼 吸 器 内 科
午前
午後

金曜日
木曜日

総合診療（外科）午前 火曜日と水曜日と木曜日

外 科 午前 8日.22日

小 児 科 午前 月から金曜日（午後からの受診は事前に連絡願います）

泌 尿 器 科
午前
午後

月から金曜日
水曜日

精 神 科
午前
午後

月から金曜日
月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前
午後

5日.6日.13日.14日.19日.20日.27日.28日
13日.27日

眼 科
午前
午後

7日.28日（予約以外の方は10時までに受付）

6日.13日.20日

皮 膚 科 午前 火曜日

神 経 内 科 8日.22日
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12月は《道町民税〈第4期〉及び国民健康保険税〈第5期〉の納期限》です。

町 の 人 口

＝ 10 月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は３月末からの累計増減

世 帯 数 1,921（－２ ）〈－２ 〉

人 口 3,845（- １）〈-40 〉

男 1,770（±０）〈-10 〉

女 2,075（- １）〈-30 〉

　あっという間に12月ですね。もういくつ寝るとお正

月～♪♪♪

　さて病院から注意事項が一つ

①病院のお正月休みはなが～いです

　曜日の並びが良すぎるために・・・

　12月30日～1月8日、なんと10連休です。1月2日は

当番病院。くれぐれもお薬が切れないように準備し

ておいてください。

さて今年最後のお話しです。

②かぜとインフルエンザ　どうちがうのですか？

　ふつうのかぜの症状はせき、たん、鼻づまりでしょ

うか。

　しかしインフルエンザは少し違い、突然の高熱38

～39℃が典型的です。

　チョットつらくて体温はかってビックリ！　

　「あれっ、38℃・・・こんなに熱があるわ」発熱の

わりに元気な方も多いです。

　それ行け乙部病院、とばかりせっかく病院受診し

ても・・・

　「時間が経ってないのでもう一度来て検査しましょ

う。とりあえず熱冷ましで様子みましょう」

　せっかく受診したのに・・・トホホ・・・　。

　インフルエンザは発熱後約12時間経過しないと診

断がうまくできないのです。

　ご理解ください。

　治療は年齢により異なりますがイナビル吸入また

はタミフル内服が中心です。

　さてこれまで思いつくまま広報でお知らせしてきま

したが、来年からはいろいろな職員が登場予定です

のでどうぞご期待ください。

　それでは町民のみなさま健康で新年をむかえましょう。

　そして来年もあたたかく病院をお守りくださいね。

　この一年間本当にありがとうございました。

院長　宮西秀二

乙 保町 院 よ部 病国 だ り

乙部町国民健康保険病院　12月外来診療日程表
午前 8:30 ～ 11:00
午後 1:00 ～ 3:00

診療受付時間
月～金（祝日除く）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
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※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の

診療時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。
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